
【対象】小学校 低学年 【資料名】   「もりの ゆうびんやさん」 

【内容項目】 

４－（２） 

「勤労」 

【ねらい】 

○森の仲間との関わりや，喜んでくれる人を思いながら仕事に取り組むゆうびん

やさんの姿を通して，自分の仕事に誇りや喜びを持って取り組むことのすばら

しさについて考え，自分の仕事に進んで取り組もうとする心情を育む。 

【本時の展開】 

 子どもの活動・反応 教師の支援・留意点 

導
入 

１自分の仕事を思い出す 

○あなたは学校やおうちでどんな仕事をしていますか。 

・生き物係 ・給食当番 ・そうじ ・皿洗い 

・写真から自分の仕事を想起させておくこと

で，ふりかえりのときの手がかりとなるよう

にする。 

展
開 

２資料を読んで話し合う 

○Ａどんなふうにかばんに入れて出かけたのでしょう（動

作化）。それは，どんな気持ちからでしょう。 

・大事なお届けものだから，やさしく扱おう。 

○Ｂやぎじいさんにこづつみを渡した後，くまさんはどん

な気持ちで次の配達に行ったのでしょう。 

・よろこんでくれてうれしい。 

・雪で大変だったけどがんばって届けてよかった。 

・これからも配達がんばろう。 

○Ｃポストに手紙が入っているのを見つけたくまさんは，

何と言ったでしょう。 

・だれがお手紙をくれたのかな。何て書いているのかな。

→わくわく。早く読みたい。 

・ぼくは配達してないのに。ふしぎだな。 

→わざわざ届けに来てくれたのかな。 

○Ｄこのお手紙を受け取ったくまさんは，どんな気持ちに

なったでしょう。 

・ありがとうと言ってくれてうれしい。 

・今まで休まずにがんばってお仕事してきてよかった。 

・これからもお仕事がんばろう。 

 

 

 

・みんな待っているから，これからもがんばろう。 

・ぼくも，もりのみんながすきだから，みんなのために

お仕事がんばろう。 

・みんなが喜んでくれたらうれしいな。 

・資料は、場面ごとにくぎって範読する。 

 

・雪の日であることを強調した上で動作化さ

せることで悪天候でも仕事に取り組む姿勢

と，やぎじいさんや送り主の気持ちも大切に

して小包を扱うくまさんの思いを捉えさせや

すくする。 

 

・やぎじいさんが喜んでくれたことの喜びだ

けでなく，次の人へも同じように大切に届け

たいという思いも引き出せるようにイラスト

のくまの表情に注目させる。 

 

・友達の考えたセリフに対して，そこに込め

られた気持ちを考えて意見をふくらませてい

く中で，手紙のうれしさに気付かせる。 

 

・くまさんがにこにこして読んでいる挿絵の

様子を追体験したりすることで，仕事に対す

るやりがいや喜びを一層深めたくまさんの気

持ちをしっかりと考えられるように，一人ひ

とりにこのお手紙を持たせる。 

 

・仕事に向かう心持ちを問うことで，ゆうび

んやさんに限らずいろいろな仕事でも感じら

れる思いを引き出し，ふりかえりで自分と比

べて考えやすいようにする。 

 

 

終
末 

○今日の学習で，わかったことや考えたことを書きまし

ょう。（ワークシート） 

・導入の写真をふりかえることで自分の仕事

についても考える視点を持たせる。 

○Ｅお手紙をもらってから，くまさんはどんな気持ち

でお仕事をしたでしょう。 

 



【板書 等】 
                      

２
．
音
読
→
挿
絵
を
貼
る
→
発
問
「
ど
ん
な
ゆ
う
び
ん
や
さ
ん

で
し
ょ
う
。
」 

ゆ
う
び
ん
や
さ
ん
と
森
の
仲
間
た
ち
と
の
関
係
を
つ
か 

 

ま
せ
る
。
お
互
い
に
会
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
や
、

ゆ
う
び
ん
や
さ
ん
が
て
い
ね
い
に
、
一
生
懸
命
に
働
い
て
い
る

こ
と
を
押
さ
え
る
。 

本
文
だ
け
で
な
く
、
元
気
そ
う
な
挿
絵
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
。 

１
．
導
入
で
仕
事
の
様
子
を
写
真
で
提
示
→
発
問 

 

ふ
り
か
え
り
で
も
自
分
に
返
す
た
め
に
も
活
用
す
る
。 

 
（
あ
る
程
度
で
区
切
り
、
時
間
は
短
く
） 

３
．
音
読
→
発
問
Ａ
→
動
作
化
→
意
見
交
流 

 
 

小
包
は
箱
に
磁
石
を
仕
込
ん
で
お
き
、
動
作
化

で
活
用
し
た
も
の
を
板
書
に
位
置
づ
け
る
。 

 

「
小
包
に
込
め
ら
れ
た
思
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
、
ふ
き
だ
し
の
よ
う
に
板
書
し
て
い
く
。 

「
そ
っ
と
入
れ
る
」
の
よ
う
な
動
作
を
発
表
し
た
児

童
に
は
、「
ど
う
し
て
そ
っ
と
入
れ
た
の
」
と
問
い

返
し
、
気
持
ち
に
関
す
る
す
る
言
葉
を
引
き
出
す
。 

４
．
音
読
→
挿
絵
を
貼
る
→
発
問
Ｂ 

 

挿
絵
に
注
目
さ
せ
る
。「
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
て
よ
か
っ
た
」
と

う
れ
し
い
の
に
、
ぐ
っ
と
力
の
入
っ
た
顔
を
し
て
い
る
の
は
な

ぜ
か
と
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
、
雪
の
山
道
の
大
変
さ
の
中
、
使

命
感
を
持
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
思
い
に
も
気
づ
か
せ
る
。 

５
．
目
を
閉
じ
さ
せ
て
、
音
読
し
な
が
ら
一
人
ず
つ

の
机
上
に
手
紙
配
布
→
発
問
Ｃ 

 

手
紙
が
届
い
た
わ
く
わ
く
感
や
早
く
読
み
た
い
気 

持
ち
に
共
感
さ
せ
や
す
く
す
る
。 

６
．
手
紙
を
読
む
指
示
（
黙
読
）
→
発
問
Ｄ 

 

教
師
が
読
ま
ず
に
自
分
で
黙
読
す
る
こ
と
で
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
思
い
を
持
ち
な
が
ら
読
ん
だ
り
、

何
度
も
読
み
返
し
た
り
で
き
る
。
で
き
れ
ば
、
葉

っ
ぱ
の
形
の
手
紙
が
作
れ
る
と
、
よ
り
共
感
で
き

る
で
あ
ろ
う
。 

７
．
挿
絵
を
貼
る
→
発
問
Ｅ
→
胸
の
ハ
ー
ト
を
貼
る 

 

「
み
ん
な
の
喜
び
が
自
分
の
喜
び
に
な
る
こ
と
」
や
、

手
紙
だ
け
で
な
く
気
持
ち
も
届
け
て
い
る
こ
と
な
ど
を

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
捉
え
や
す
く
す
る
た
め
．
意
見
交
流

後
に
、
ハ
ー
ト
を
貼
り
付
け
る
。
仕
事
が
人
の
役
に
立

ち
、
ひ
い
て
は
自
分
の
喜
び
に
な
る
と
い
う
双
方
向
の

考
え
を
大
切
に
す
る
。 



 


